
余裕期間制度（フレックス方式）は、札幌市水道局が発注する工事において計画的な工事発注を促進するとともに、受
注者の円滑な工事施工体制の整備を図ることを目的とし、発注者があらかじめ設定した全体工期内で、受注者が工事の
始期と終期を決定し、受注者が決めた工期により契約を締結する方式です。

札幌市水道局発注工事の余裕期間制度（フレックス方式）について 概要版

発注者と受注者の余裕期間制度（フレックス方式）の考え方
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令和７年５月２３日以後に告示を行う工事から適用

※対象工事については、告示別表等で個別にお知らせいたします。

余裕期間制度（フレックス方式）の対象工事

＜お問い合わせ先＞ 札幌市水道局給水部技術管理・危機対策担当課 ０１１－２１１－７０１５

発注者の積算の考え方

3月 11月 12月

通常工期を
超える期間

通 常 工 期
通常工期を
超える期間

冬期補正

余裕期間 実 工 期

積算の範囲

冬期補正の対象期間であるが設計変更はしない
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